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[image: image1.wmf]新しい仲間が続々加入！
　新年度から明るいニュースが入ってきました。 

４月１日に上諏訪駅の田中久美さん、１４日には有楽町駅の大原真太郎さん、新宿駅グリーンスタッフの辻本ちひろさん、加藤高宜さんが国労加入しました。
加入までの経緯等は既に情報に掲載されているので省略しますが、国労に加

入を決意する仲間は「職場を良くしたい」「人間らしくいきいきと働きたい」と
異口同音に語ってくれます。引き続き国労加入の波を広げていこう！

田中久美さんへの激励先　　　　　国労長野地方本部
〒380－0935　長野県長野市中御所３－２－２２
FAX　JR　067－2581／NTT　026－223－7155
大原真太郎さん

辻本ちひろさん

加藤  高宜さん　への激励先　　 国労新橋支部
〒108－0023　東京都港区芝浦４－１－１８
FAX　JR　057－4904／NTT　03－5449－2936
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私たち国労東日本青年部は、新しい仲間の国労加入を心から歓迎します！

◆青年・婦人・家族中央行動が行われる◆
３月３日、青年・婦人・家族中央行動が開催されました。全国から多くの仲間が集結し国鉄闘争勝利、ＪＲの安全問題、２００８春闘勝利に向けた各種宣伝・連帯行動を精力的に展開しました。
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「規制緩和・構造改革」がもたらしたもの
学習交流会では全労協事務局長の中岡基明さんを講師に迎えて「多様な働き方・労働組合の必要性」と題して講演が行われました。
今や労働者総人口の３割以上を占める派遣や契約社員等の非正規雇用労働者の悲痛な声として「住む家が無いのでネットカフェやカラオケボックスで仮眠」「バイト・パートの掛け持ちで体はボロボロ」「どんなに頑張って働いてもお金がなかなか貯まらない」「結婚したいがお金が無いので無理だ」「次回契約更新がダメだったら生活できなくなる」等の生々しい数々の実例報告を交えながら、政府や財界が「構造改革」の名の下で無軌道に推し進めた規制緩和の結果が現在の深刻な雇用の不安定化・低賃金化・格差社会を招いたと訴えました。
全体交流会では・・・
続いて行われた全体交流会では、青年・婦人・家族の各代表者から行動の感想と決意が述べられ、特に家族の代表者からは「一口に国鉄闘争２０年と言っても闘いの相手であるＪＲ会社は、何事も無かったかのように２０周年を記念するイベントをしています。差別・選別を受けながら過ごしてきた多くの仲間や家族の２０年は筆舌に尽くしがたいものです。闘いに勝利するまで精一杯頑張ります」という発言があり会場一杯の大きな拍手がありました。
 国鉄闘争は「解雇撤回・JR復帰」の闘いを柱に、国鉄の分割・民営化によって脅かされている安全や健康の問題についても全国的な闘いを展開しています。
安心して利用できる安全な鉄道を作る闘い、すべての労働者が心身ともに健康に働く事の出来る職場を作るための闘いを職場や地域から精力的に取り組もう！






